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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月12日(2014.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屈折率ｎを有する物質でなり、
　光入射面にＮ個の柱状の凸部を有し、
　屈折率１の空間で用いられ、
　前記光入射面の表面積をＳ、前記凸部の底面積をＳｍ、前記凸部の高さをｈｍ（ｍは１
以上Ｎ以下の自然数、Ｎは自然数）、前記光入射面に入射する光の波長をλとすると、数
式（１）および数式（２）を満たすことを特徴とする反射防止構造体。

【数１】

【数２】

【請求項２】
　屈折率ｎを有する物質でなり、
　光入射面にＮ個の柱状の凹部を有し、
　屈折率１の空間で用いられ、
　前記光入射面の表面積をＳ、前記凹部の底面積をＳｍ、前記凹部の高さをｈｍ（ｍは１
以上Ｎ以下の自然数、Ｎは自然数）、前記光入射面に入射する光の波長をλとすると、数
式（１）および数式（２）を満たすことを特徴とする反射防止構造体。
【数３】
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【数４】

【請求項３】
　屈折率ｎβを有する物質でなり、
　光入射面にＮ個の柱状の凸部を有し、
　屈折率ｎαの空間で用いられ、
　前記光入射面の表面積をＳ、前記凸部の底面積をＳｍ、前記凸部の高さをｈｍ（ｍは１
以上Ｎ以下の自然数、Ｎは自然数）、前記光入射面に入射する光の波長をλとし、ｎαを
１より大きい実数とすると、数式（９）および数式（１０）を満たすことを特徴とする反
射防止構造体。

【数５】

【数６】

【請求項４】
　屈折率ｎβを有する物質でなり、
　光入射面にＮ個の柱状の凹部を有し、
　屈折率ｎαの空間で用いられ、
　前記光入射面の表面積をＳ、前記凹部の底面積をＳｍ、前記凹部の高さをｈｍ（ｍは１
以上Ｎ以下の自然数、Ｎは自然数）、前記光入射面に入射する光の波長をλとし、ｎαを
１より大きい実数とすると、数式（９）および数式（１０）を満たすことを特徴とする反
射防止構造体。
【数７】

【数８】

【請求項５】
　請求項１または請求項３において、
　隣り合う前記凸部間の距離Ｌは、前記波長λよりも小さいことを特徴とする反射防止構
造体。
【請求項６】
　請求項２または請求項４において、
　隣り合う前記凹部間の距離Ｌは、前記波長λよりも小さいことを特徴とする反射防止構
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造体。
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